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2
つ
の
判
決
は
、
防
塵
マ
ス
ク

着
用
義
務
付
け
・
警
告
表
示
義
務

・
集
塵
機
付
き
電
動
工
具
義
務
付

け（
京
都
）、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製

造
禁
止
を
し
な
か
っ
た（
大
阪
）と

国
の
規
制
権
限
不
行
使
の
責
任
を

認
め
ま
し
た
。
国
は
全
国
の
地
裁

・
高
裁
で
10
連
敗
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
も
一

人
親
方
に
適
用
で
き
る
条
項
が
あ

り
、
労
働
者
と
同
様
に
作
業
し
、

同
じ
重
篤
な
被
害
を
負
っ
て
い
る

と
、
一
人
親
方
の
被
害
者
も
国
家

賠
償
法
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
被
告
企
業
の
共
同
不

法
行
為
を
認
め
、
東
京
高
裁
（
神

奈
川
）
で
2
社
、
大
阪
高
裁
（
京

都
）
で
10
社
、
大
阪
高
裁
（
大
阪
）

で
8
社
に
対
し
賠
償
を
命
じ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
判
決

は
国
の
賠
償
割
合
を
3
分
の
1
と

し
て
い
ま
し
た
が
、大
阪
高
裁（
大

阪
）
判
決
で
は
、
石
綿
建
材
の
普

及
に
国
の
住
宅
政
策
に
起
因
す
る

面
が
あ
る
こ
と
、
及
び
製
造
禁
止

を
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
国
の
重

大
な
責
任
を
認
定
し
、
2
分
の
1

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
私
た
ち
が

目
指
し
た
目
標
に
近
い
全
面
的
勝

利
判
決
と
な
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
へ

原
告
か
ら
手
紙

2
0
1
8
年
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
運
動
は
最
高
裁
段
階
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
の
原
告
約
8
0
0
人

と
被
害
者
、
そ
の
家
族
・
遺
族
は

自
ら
訴
訟
運
動
の
先
頭
に
た
っ

て
、
夏
期
に「
拝
啓
安
倍
首
相
殿
」

の
手
紙
運
動
を
す
す
め
ま
し
た
。

大
阪
高
裁
判
決
後
は
、
「
国
や

企
業
は
上
告
を
や
め
、
原
告
と
解

決
へ
の
協
議
を
開
始
せ
よ
」
と
、

厚
労
省
・
国
交
省
交
渉
、
被
告
企

業
交
渉
、
国
会
対
策
を
柱
に
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
10
月
の
国
会
で
の

「
野
党
共
同
ヒ
ア
リ
ン
グ
」に
は
、

原
告
・
弁
護
団
・
組
合
か
ら
12
人

が
参
加
し
、
立
憲
民
主
党
・
国
民

民
主
党
・
日
本
共
産
党
・
社
民
党

の
議
員
が
厚
生
労
働
省
・
国
土
交

通
省
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

厚
労
省
な
ど
か
ら
担
当
課
長
な
ど

が
並
び
、
交
渉
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

と
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
の
提
訴
か
ら
10
年
。
高
等
裁
判
所
で
初
の
東
京
高
裁
・
神
奈
川
1
陣
判
決
（
2
0
1
7

年
10
月
）
か
ら
、
2
0
1
8
年
3
月
東
京
1
陣
、
8
月
大
阪
高
裁
・
京
都
1
陣
、
9
月
大
阪
1
陣
と
4

つ
の
高
裁
が
国
と
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
企
業
を
断
罪
し
て
一
人
親
方
ま
で
救
済
。
2
0
1
8
年
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
運
動
所
期
の
目
標
を
達
す
る
歴
史
的
勝
利
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

大阪高裁（京都ルート）勝利判決の一報が届き、
厚労省前で旗出し（昨年8月31日）

2
0
1
9
年
は
前
半
に
、
国
へ

の
「
全
面
解
決
を
求
め
る
要
請
書

名
」
と
最
高
裁
に
向
け
た
「
公
正

判
決
要
請
署
名
」
を
全
国
で
す
す

め
ま
す
。
こ
の
署
名
で
政
府
に
解

決
へ
の
決
断
を
迫
る
と
と
も
に
、

最
高
裁
へ
は
、
全
面
解
決
に
つ
な

が
る
被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
公

正
判
決
を
求
め
、
世
論
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
署
名
の
目
標
は
、
そ
れ

ぞ
れ
1
0
0
万
筆
で
す
。

全
面
解
決
を
求
め
る
広
範
な
世

論
の
構
築
を
め
ざ
し
て
、
改
め
て

地
域
で
の
宣
伝
行
動
を
広
げ
ま

す
。
大
阪
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

新
し
い
宣
伝
チ
ラ
シ
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
支
部
や

分
会
で
、ぜ
ひ
活
用
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
全
自
治
体
議
会
か
ら
の

「
全
面
解
決
を
求
め
る
国
へ
の
意

見
書
」
採
択
を
都
議
会
も
含
め
た

3
月
議
会
に
向
け
て
進
め
ま
す
。

東
京
土
建
が
事
務
局
を
務
め
る

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統

一
本
部
と
全
国
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
連
絡
会
は
、
署
名
や
宣
伝
行

動
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
政
治

を
動
か
す
交
渉
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
す
で
に
、
全
国
会
議
員
7
0

6
人
中
4
0
8
人
（
57
・
7
％
）

が
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
救
済
の
賛
同

議
員
で
す
。

地
域
で
も
ぜ
ひ
地
元
の
議
員
へ

の
働
き
か
け
を
強
め
て
下
さ
い
。

被
害
者
の

想
い
を
胸
に

「
で
き
る
こ
と
な
ら
、
も
う
一

度
、
現
場
に
出
て
働
き
た
い
。
汗

水
た
ら
し
て
、
働
き
た
い
。
で
も
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
お
か
さ
れ
た
今
の

体
で
は
、
働
け
ま
せ
ん
。
無
念
を

残
し
て
亡
く
な
っ
た
職
人
も
ど
れ

だ
け
大
勢
い
る
こ
と
か
。
悔
し
く

て
、
情
け
な
く
て
、
た
ま
り
ま
せ

ん
。（
原
告
団
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
）」

原
告
被
害
者
の
お
も
い
を
胸

に
、
全
面
解
決
の
道
を
ひ
ら
く
取

り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

昨
年
10
月
か
ら
築
地
市

場
は
解
体
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

東
京
都
連
第
28
回
労
働

安
全
衛
生
大
会
で
、
中
皮

腫
・
じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ａ
Ｃ
）

の
永
倉
冬
史
事
務
局
長
が

「
築
地
市
場
と
ア
ス
ベ
ス

ト
」
と
題
し
て
講
演
を
行

な
い
ま
し
た
。
永
倉
さ
ん

の
説
明
で
は
、
「
広
大
な

仲
卸
棟
の
屋
根
の
波
型
ス

レ
ー
ト
板
や
駐
車
場
の
天
井
吹
付

な
ど
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
残
っ
て
い

る
。
解
体
工
事
は
7
つ
の
工
区
に

分
か
れ
て
い
て
、
4
つ
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
大
規
模
工
事

を
複
数
業
者
で
請
負
う
形
態
）
が

受
け
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
で
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
業
者
と
契
約
す
る
」
と

い
う
こ
と
。
Ａ
Ｃ
は
5
月
に
都
の

築
地
市
場
施
設
課
か
ら
の
相
談
を

受
け
ま
す
。
7
月
17
日
に
、
都
は

工
事
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開

催
。
説
明
会
で
は
、
市
場
に
巣
食

う
ね
ず
み
の
問
題
に
質
問
が
集

中
、
ま
た
「
移
転
反
対
」
の
発
言

で
紛
糾
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は

議
論
が
不
十
分
で
し
た
。

8
月
に
入
っ
て
、
施
設
課
は
Ａ

Ｃ
に
再
び
訪
れ
た
際
に
、
永
倉
さ

ん
は
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
リ
ス
ク
に
つ
い
て
関
係
者
間

で
情
報
交
換
や
対
話
を
す
る
こ
と

で
意
思
疎
通
を
は
か
り
、
相
互
理

解
や
信
頼
を
構
築
す
る
こ
と
、
以

下
Ｒ
Ｃ
）
を
提
案
し
ま
す
。
9
月

21
日
に
は
、
小
池
都
知
事
あ
て
に

「
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

建
設
労
働
者
の

被
害
減
ら
す

「
①
Ｒ
Ｃ
を
形
成
し
て
、
工
事

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民

が
納
得
で
き
る
よ
う
な
工
事
を
実

行
し
て
も
ら
う
、
②
五
輪
日
程
に

合
わ
せ
る
工
事
で
な
く
安
全
性
を

優
先
さ
せ
た
工
事
日
程
を
立
て

る
、
③
工
事
業
者
・
除
去
業
者
の

理
解
の
上
、
法
律
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
示
さ
れ
た
工
事
を
上
回
る
工
事

を
実
現
す
る
（
工
事
前
養
生
検
査

の
第
3
者
立
ち
合
い
、
除
去
後
の

完
了
検
査
）
、
④
築
地
市
場
で
実

現
し
た
Ｒ
Ｃ
、
完
了
検
査
等
の
事

例
を
中
央
環
境
審
議
会
等
へ
報
告

し
、
他
の
工
事
へ
の
波
及
、
法
律

の
改
正
の
資
料
と
す
る
、
と
い
う

こ
と
を
要
望
。
③
の
養
生
検
査
、

完
了
検
査
に
つ
い
て
は
、
私
は
立

ち
合
い
で
き
そ
う
で
す
。
検
査
の

進
展
を
知
ら
せ
な
が
ら
、
建
設
労

働
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
永
倉
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

昨年10月から工事は始まった

新しい2つの署名

2
0
1
8

年
11
月
30
日

か
ら
ア
ス
ベ

ス
ト
連
続
講

座
（
主
催
、

中
皮
腫
・
じ

ん
肺
・
ア
ス

ベ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
、
以
下

Ａ
Ｃ
）
が
始

ま
り
ま
し

た
。
第
1
回

は
『
戦
後
日

本
公
害
史

論
』
、
『
ア

ス
ベ
ス
ト
災
害
』
な
ど
の
著
者
で

あ
る
大
阪
市
大
・
滋
賀
大
学
名
誉

教
授
の
宮
本
憲
一
さ
ん
が
講
演

し
、
そ
の
後
参
加
者
の
意
見
交
換

な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

宮
本
さ
ん
は
「
日
本
の
ア
ス
ベ

ス
ト
規
制
の
政
策
は
あ
い
ま
い
。

か
つ
て
は
労
働
行
政
で
は
危
険
性

が
分
か
っ
て
い
て
も
、
環
境
行
政

に
は
通
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
ま
た
学
界
で
も
同
様

で
、
医
学
部
で
は
被
害
が
分
か
っ

て
い
て
も
、
工
学
部
で
は
積
極
的

使
用
を
す
す
め
た
」
と
日
本
で
の

問
題
点
を
指
摘
し
、
被
害
を
な
く

す
た
め
に
は
、
被
害
者
に
よ
る
責

任
追
及
と
世
論
と
運
動
が
な
け
れ

ば
問
題
が
顕
在
化
さ
れ
な
い
な
ど

と
発
言
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
裁
判

は
初
期
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
複

合
ス
ト
ッ
ク
災
害
（
フ
ロ
ー
公
害

と
ち
が
い
、
長
期
に
わ
た
っ
て
被

害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
汚

染
者
が
廃
業
し
て
い
た
り
、
被
害

者
が
ど
こ
で
被
害
を
受
け
た
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
い
ま
ま

で
に
な
い
困
難
な
問
題
を
含
む
）

の
本
質
か
ら
い
っ
て
、
も
れ
な
く

救
済
す
る
た
め
の
基
金
制
度
が
必

要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
一
部
は
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
第
2
回
は
、
Ａ
Ｃ
事
務

局
長
の
永
倉
冬
史
さ
ん
の
「
ア
ス

ベ
ス
ト
の
現
場
を
歩
い
て
見
え
た

も
の
と
伝
え
る
こ
と
」
と
題
す
る

講
演
を
中
心
に
、
2
月
以
降
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

求

人

歴
史
的
勝
利
と
な
っ
た
２
０
１
８
年

提訴
１０年
提訴
１０年

第１回は宮本講演
アスベスト講座始まる

統
一
本
部
事
務
局
長

年
森
隆
広

大
阪
高
裁
の
２
つ
の
判
決
で
前
進

国
の
責
任
引
き
上
げ
る

１
０
０
万
筆
集
め
よ
う

政
治
を
動
か
す
交
渉
す
す
め
る

含
有
建
物
群
広
大
に

解
体
工
事
す
す
む
築
地
市
場


